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ビ ル マ 共 産 党 の 現 状

大 野

ま え が き

ビルマ共産党 (いわゆる ｢白旗共産党｣)が

非合法化され地下活動に転じてから既に20年

の歳月がたっ｡この間,1948年 3月から12月ま

では中部ビルマのピインマナーで,1950年 3

月にはブロームで,それぞれ人民政権を樹立

したこともあったし,1950年12月には上ビル

マのカタ一県一円に勢力を張ったこともあっ

た｡1)1962年3月,革命政府が登場 してから,

その性格判断をめぐって共産党最高幹部の間

に意見の不統一が起こったため,党の活動は

しばらくの 間精彩を 欠いていたが2),1963年

の ｢和平交渉｣ 3)決裂後は,徹底 した反政府,

反ネ-ウイン路線が打ち出され,各地で猛烈

な政策妨害4),鉄道線路爆破,列車転覆5),殺

人等の行為が続発するようになった｡

もっとも,ビルマ共産党の動きは,ビルマ

1)大阪外国語大学 ビルマ語研究室編 『ビルマ史
年表』(1960年8月),pp.68,71,76,78.
2)大阪外国語大学 ビルマ語研究室編 『ビルマ研
究』Ⅳ(1968)pp.19,23,24.
3)革命政府と各種国内叛徒との和平交渉について

は,大野徹 ｢ビルマ社会主義への道一解説と邦
訳｣『東南アジア研究』第3号 (1964)を御参照
願いたい｡
4)大野徹 ｢ビルマの現状｣『東南アジア研究』第5

巻第2号(1967),p.186.
5)ダイナマイトによる列車転覆事件の激増に対処

するため,ペグー県 (1968年6月29日),ブロ
ーム県 (7月2日), ターヤーワディ一県 (7

月4日),タウングー県 (7月5日)で,それ
ぞれ公安条例第144条 (夜間外出禁止令)が発
令された｡従って,夜間,許可なくして線路内
に立ち入った者は射殺されることになる｡

626

徹

の首都ラングーンにおいてさえなかなかつか

みにくい｡まして新聞記事はすべて政府の検

閲下にあると考えてさしつかえない現在,そ

の新聞だけを唯一の資料としている私にとっ

ては,はたして報道記事のどこまでが真実な

のかを判断することはほとんど不可能に近い｡

しかし,他に信頼すべきニュ-ス ･ソースを

持っていない以上,結局新聞の報道記事に頼

らざるを得ないことになる｡そこで､遺憾な

がら本稿の記事自体が必ず しも信悪性に富ん

でいるとは断言できないことをあらかじめお

断りしてお く｡

本稿では,1967年 5月27日から1968年 9月

29日現在までのビルマ語 日刊紙 ｢労働者人民

日報｣を基に,ビルマ共産党の現状を整理分

析してみた｡6)出所を明らかにするため, 新

聞の日付はすべてかっこに入れて示 してある｡

｢労働者人民 日報｣以外の資料を用いた場合

には､いちいち名前を明示 したが, ｢労働者

人民日報｣の場合は日付だけにとどめた｡

Ⅰ 文化大革命の影響

中共の文化大革命の影響は,後述のごとく

修正主義者の粛清, ｢紅衛兵｣の組織化等,

ビルマ共産党にも大きな影響を及ぼした｡こ

とに､委員長タキン･タントゥンを中心とす

る毛沢東支持派と,ゴシャル､イェ-ボー ･

テーを中心とする反毛派との対立が激化,逮

6)本稿の一部は,｢ビルマ共産党の動向｣と題し
て,大阪外国語大学ビルマ語研究室編『ビルマ
研究』Ⅳに掲載した｡
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に少数派のゴシャル､イェ～ボー ･テ-,タ

キン･タンミヤインの3人は粛清された模様

であるoその第 1報は,イェ-ボ- ･ティン

ミイン (ビルマ共産党中央本部事務局長)に

よってもたらされた｡ティンミインの説明に

よれば,過去数年間のビルマ共産党の動きは

次の通りである｡ (1967年 6月15日付)

り共産党内部では1964年頃から主義主張の対

立が起こり,ことに中央委員会内部で激 しい

思想戦が展開された｡その結果､タキン ･タ

ントゥンを擁する一派とイェ～ボー ･バティ

ン (一名ゴシャル), イェ-ボ- ･テ一等 の

グループに分かれた｡タントゥン一派は政治

局,中央委員会,下部組織を問わず広 く党内

に思想の浸透を画策 し,反対派-の弾圧を強

行 した.粛清はまず中 央本部とペグー山脈管

区内で開始され,タントゥンの考えを信奉 し

ない党員達が ｢覚の裏切り者｣ ｢革命の反逆

者｣というレッテルを貼 られ,逮捕監禁され

たOそして1967年 4月27日,タントゥンの考

えをどうしても受け入れようとしない政治局

員ゴシャルとイェーボ- ･テーの2人が ｢覚

の規律を乱 した｣という理由で,政治局員,

中 央委員の職から追放され逮捕された｡現在

2人の消息は明らかでない｡"

ゴシャルほ,1939年ビルマ共産党結成当初

からの生え抜きの党員であり,1948年 2月,い

わゆる ｢ゴシャル ･テーゼ｣を発表して共産

党の実力行使の理論的支柱となった人物であ

るoイェ-ボー ･テ-は,1963年の国内和平

交渉の際,ビルマ共産党代表団長として活躍

した人物であり,追放されるまでは党中央委

員会の普請己長であった｡

党内における思想対立の内容や詳しい経緯

は明らかでないが,両派の対立が1964年頃か

ら表面化してきたということから考えると,

中共の文化大革命の影響をこうむるかなり以
前から既に対立の萌芽があったことは明らか

であるO内容的にも単に党の基本綱領,闘争

路線,組織活動等に関する意見のくい違いだ

けにとどまらず,(1)中ソ論争-の反応,(2)ビ

ルマ革命政府の性格規定およびその施策に対

する評価,(3)1963年に行なわれた革命政府と

共産党との和平交渉不成立に対する解釈の相

輿,(4)中 共の文化大革命の影響等をその主要

な原因として数えあげることができよう｡

このうち,(1)についてイェ-ボー ･タンは

次のように述べている｡ (67年 8月 7日およ

び10月2日付)

"中ソ論争が激化し始めた頃,ビルマ共産党

内部にも中共派,ソ連派という二つのグルー

プが生じた｡｢中 共派グループ｣にはタキン･

タントゥン,タキン ･バティンティン,タキ

ン ･ジン,タキン ･チッ,タキン･ティント

ゥン,イェ-ボー ･テ-,イェ-ボ- ･トゥ

ッ,ボウ ･ゼ-ヤ,タキン ･ペ-ティン,ボ

ウ ･ミョウミイン等がおり,一方 ｢ソ連派グ

ループ｣はゴシャル,タキン ･タンミャイン,

イェ-ボー ･アウンデー,イェ-ボー ･トゥ

ンマウン,イェ-ボー ･ソウタン,ボウ ･ヤ

ンアウン等で構成された｡その後,イェ～ボ

ー ･トゥンマウン,ボウ ･ヤンアウン,イェ

-ボー ･アウンデーの3人が親中共派に,イ

ェ-ボー ･テ～が親ソ派に鞍替えした.ビル

マ共産党内部でのこの ｢中ソ対立｣は,1966

年初頭から激化し,1967年には完全に2派に

分裂 した｡分裂は,党本部から管区,県,那

の末端組織にまで波及した｡"

(2)について,イェ-ボ- ･チ-アウンは次

のように解説している｡ (68年 1月 6日付)

"1960年モスコ-で 開かれた81カ国共産党

会議にビルマ共産党代表として出席したタキ

ン･バティンティンの演説を基盤として決定

された1962年路線によれば, ｢革命評議会は

資本家階層を代表する軍事政権である｣と規

定されており, ｢この軍事政権は武力で打倒

されねばならない｣とされている｡"また,ボ

ウ ･ミンディン (ビルマ共産党タウングー県
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委員,1967年12月 6日投降)によれば, 『19

64年路線によって ｢ネーウインは人民の最大

の敵である｣ということになった』という｡
(1967年12月19日付)これらがタントゥン派

の公式見解だとすれば,ゴシャル派では次の

ような見方をしていた｡イユ-ボー ･タンの

解説によれば,ゴシャル等の見解は次のよう

に要約される｡ (67年 9月14日付)

(1)革命政府は,まだ戦闘的色彩を残して

いるとはいうものの,目下資本主義路線から

離脱しようと努力している｡

(ii)完全な社会主義路線には到達していな

いけれども,その指向しているところは社会

主義である｡

(iii)帝国主義諸国とは今でも接触してはい

るが,帝国主義的な組織や資本の導入を排斤

している｡

(iv)帝国主義国からの資本侵入を防止する

ため銀行を国有化した｡

(Ⅴ) 帝国主義,資本主義的な資本投下が行

なわれていた Boc,Steel,BombayBurmah,

NamtuMine等の企業を国有化した｡

(vi)社会主義諸国からの援助協力で工業開

発を進めている｡

(vii)社会主義経済体制の建設を意図し,国

家資本の長期蓄積に取り組んでいる｡

ゴシャルは,また次のようにも語っている｡

｢革命政府が資本主義路線から離れて社会主

義路線を進んでいるという事実に,われわれ

は目をつぶってはならない｣(67年 9月14日付)

第(3)の点,すなわち1963年革命政府から国

内各種教徒に対して行なわれた ｢国内和平交

渉｣問題に関する共産党の反応はどうであっ

たか｡この点について,ボウ ･ソウリン (ビ

ルマ共産党タウングー県委員,1967年 8月 9

日投降)は次のように述べている｡ (67年 8

月19日付)

"国内和平交渉の 呼びかけが行なわれた際,

共産党内部には交渉に応じるという点では異

628

第6巻 第3弓･

存はないけれども,いかなる主張を行なうか

という点について,i)従来の路線をそのまま

踏襲する｡ii)現実に即した 路線を採択する｡

という二つの意見に分かれた｡"

ゴシャル,テーの監禁説に続いて,8月に入

ると両人の粛清説がボウ ･ソウリンによって

もたらされた｡同時に,タキン･タンミャイ

ンの粛清説も伝えられた｡ソウリンによれば,

(I) 北京に行っていたビルマ共産党政治局

員タキン･タンミャインは,修正主義思想に

追従しているという理由で,ビルマ共産党第

1副委員長タキン･バティンティン等のグル

ープによって粛清された｡

(2) イェ-ボー ･テ-とゴシャルの2人も

粛清されたものと信じられている｡

(3) イェ-ボー ･テ～とゴシャルの考え方

は1955年路線のままである｡

政治局員 3人の粛清説に続いて,1968年 4

月になると,中央委員ボウ ･ヤンアウンの粛

清という事実が明るみに出された｡これは,

1968年4月16日,ブローム県とタ-ヤーワデ

ィー県境のペグ-山脈にあるビルマ共産党本

部を攻撃した中央軍管区司令官ティンウ-大

佐,第77師団副師団長ティンチョ～大佐等に

率いられた第77師団の共産党討伐作戦の結果,

判明したものである｡(68年4月19日付)それ

によると,ボウ･ヤンアウンは,タキン･タン

トゥン,タキン･チッ,タキン･ジン等によ

って,ゴシャル,チ-の追随者だと非難され,

1967年12月26日処刑されたという｡その時押

収された多数の党機密重要書類によって,チ

-,ゴシャル粛清の事実も確認され,同時に

粛清前後の経緯も明らかにされた｡それらの

文書を基に,イェーボー ･アウンカインは次

のように解説している｡ (68年4月27日, 5

月5日, 5月11日,5月19日, 5月26日付)

日夕～ヤーワディー県北端,ブローム県南端

の県境に設けられていたビルマ共産党中央本

部で1967年 4月27日人民大集会が開かれた｡
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その席上,ゴシャル (タキン ･バテ ィン),イ

ェ-ボー ･テ～,イェ-ボー･パケッ (ティン

ミイン)の 3人が解任逮捕された｡そ して 5

月 1日に開かれた集会で,紅衛兵層か ら前記

3人に対する処刑要求が出された｡この要求

は,タキン･タントゥンおよび北京帰 りの党員

達によって採択 され, 6月9日人民裁判にか

けて審査されたO判決の結果,チ-とバテ ィ

ンの両名は,1967年 6月18日午後 2時,党中央

本部の近 くで処刑された｡"(68年 4月27日付)

ボウ ･ヤ ンアウンは,シリアムにあるBo

c7)の労働運動指導者であった｡後,タキン･

フラミャインという名で ビルマの独立運動に

参加,アウンサ ン将軍,ネ-ウィン将軍等 と

共に日本軍 (南機関)の軍事訓練を受けた,

いわゆる ｢三十人の志士｣の一人である｡ 日

本軍のビルマ統治時代には,ボウ ･ゼーヤの

下で ビルマ防衛軍 (BDA)第 3大隊の副隊

長をつとめたこともある｡8)

シリアム石油労働運動の指導者タキ ン ･フ

ラミャインとして,また,いわゆる ｢三十人

の志士｣の一人 としても著名なボウ ･ヤ ンア

ウンの一生は,共産主義一筋に貫かれていた

と言 ってよい｡彼は1939年のビルマ共産党結

成以来の古参党員で もあった｡｢共産主義を信

奉 し,共産主義に殉ず｣というのが彼の固い

信念であった｡だか らヤンアウンは,あらゆ

る場合個人の利益よりも覚の利益を優先 した｡

1964年後半起 こった共産党内部の対立 ･分

裂にヤンアウンは強 く反対 し, レーニン思想

に基づ く党の団結 こそが焦眉の急であると主

張 した｡中央委員の一人でありながら,ヤン

7)BOCは国営化されて,現竜三People'sOilln-
dustry(POI)とよばれている｡

8)ボウ･ヤンアウンについては,大出常蔵『ビル
マにおける口本軍政史の研究』(昭和42年),泉谷
達郎『ビルマ独立秘史』(昭和42年),ボウ･クー
ヤー『志士三十人の凱旋』(ビルマ又),ボウ･タ
ンダイン『独立闘争の記録』(ビルマ文)(1967年),
セインティン『志士三十人の碑』(1968年)等で述
べられている｡

アウンは,1964年の中央委員会議-の出席を

拒まれた｡

1967年 4月5日,クーヤーワデ ィー上具とブ

ローム県の境にある共産党木部で管区委員 と

県委員のみの高級幹部会議が開かれた｡議題

は ｢ビルマ共産党の基本活動 と綱嶺｣であっ

たO晴上,イユーボ- ･パケッが党内分裂問

題を議題 として追加上提せんとしたため,読

長タントゥンは,北京帰 りの党員を主体 とす

る紅衛兵達を中 央本部から召集 して,拡大会

議に切 りかえて しまった｡それを苦 々しく思

ったボウ ･ヤンアウンは, ｢本会議は党の死

活問題を討議するために出席資格が高級幹部

のみに限定されている｡にもかかわ らず,中

央委員会の決定が無視されて,多数の青年男

女が出席 している｡私は,このような不明朗

な会議には反対する｣ と抗議 して退場 して し

まった｡それ以降,ヤンアウンは,和平主義

者,裏切 り者 とよばれるようになり,チ-,

バティンの粛清後は, ｢その信奉者を一掃す

る運動｣の筆頭者にあげられるようになった｡

1967年11月25･26両 日,タン トゥン一派は

｢党の分裂を企て,権力の奪取を謀 り,スパイ

活動を働いた｣という理由で,ヤンアウンを

非難 し,(1)テ～,バテ ィン一派の分裂活動,

反革命運動を報告 し,(2)自らの誤 りを告白し,

(3)自己批判せよと迫 った｡12月11日ヤンアウ

ンは,自己批判書をタントゥンに提出し,自

ら党の 裏切り者で あると 自供 した｡ 12月15

日,タントゥン一派は,30年 も党員 として活動

してきた同志ヤンアウンを中央委員会か ら追

放 し,党案を剥奪 した｡そして 7人, 7人,

3人か ら成 る次の三つの委員会を設けて,ヤ

ンアウンを裁いた｡

(l) 調査委員会一夕キン ･チ ッ,ボウ ･ゼ

-ヤ,イェ-ボー･テ ッ,イェ-ボー･

トゥンイ-,イェ-ボー ･ソウウィ

ン,イェ-ボー ･トゥンミイン,イ

ェーボー ･キンチ ョ-

(2) 検察委員会-イェ-ボー ･- ヨウアウ
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ン,イェ-ボー ･ティンマウン,イ

ェ-ボー ･テッ,イェ-ボー ･ニョ

ウ,イェ-ボー ･チッウェ-,イェ

-ボー ･トゥンイー,イェ-ボー ･

タウンシュエ

(3) 判事組織一夕キン･ジン,タキン･チ

ッ,タキン･プ

こうして,ヤンアウンほ,1967年12月26日,

紅衛兵および監視兵の手によって 処 刑 され

た｡(68年 5月5目付)

ボウ ･ヤンアウンの粛清後も,修正主義者

の摘発が行なわれており,すでに,イェ-ボ

ー ･ミャ,イェーポー ･ソウタン,イェ-ボ

ー ･トゥッ,イェ-ボー ･トゥンマウンの4

名に対して自己批判が要求されている｡(68年

5月11日付)

これら一連の記事から,ビルマ共産党内部

における修正主義者,反タントゥン派の摘発

粛清が徹底 した形で続行されていることがわ

かる｡同時に,この事は,党内における派閥

争いで,反タントゥン派が完全にタントゥン

派に敗れたことを意味する｡

1968年 9月19日,タウングー県のペグ-山

脈内にある共産党本部と中央マルクス ･レー

ニン学校が政府軍第77,欝88師団によって攻

撃され,管区委員,県委員多数が射殺された

が (68年9月24日付),その時 押収 された党

の機密重要書類およびタントゥンの日記によ

って,さらに北京帰りの党員 2名と紅衛兵 5

名の粛清という事実が 明るみに 出された｡

(68年 9月25･26日付)北京帰 りの党員で粛

清されたのはボウ ･トゥンニエインと, トゥ

ンシェインの両名である｡

トゥンニエイン (別名チョーター少佐)は,

ミインヂャンの出身で,戦時中はビ ルマ防衛

軍の軍曹であった｡1948年の共産党非合法化

と共に地下に潜り,人民軍第 2師団 (師団長

ボウ ･ア-ラーワカ,現上流管区委員)の大

隊長となり,1952年までその職にあった｡19
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53年 ミインヂャン県委員のまま中共-派遣さ

れたが, ｢和平交渉｣の時,呼び帰された｡

｢和平交渉｣決裂後は,党本部,中央マルク

ス ･レーニン学校の軍事担当教官となったが,

次第に頭角を表わし9),以後 タントゥンの腹

心として活躍,共産党の殺人,破壊路線の強

力な推進者となった.

テ～,ゴシャル,ヤンアウンの粛清後は,

対政府:軍反撃司令官に任命されたが,戦略面

でタントゥンと衝突,逮捕された｡理由は,

(1)武装して党本部に対立した,(2)修正主義的

戦術転換を行なった,(3)党と軍を破壊せんと

した,(4)革命戦を破壊した,(5)派閥を結成し

た,(6)権力奪取を企んだ,(7)修正主義的暴力

活動を行なった等である｡

1968年 8月 7日,党本部に呼ばれた トゥン

ニエインは,その場で逮捕,監禁され,8月

15日には,党中央建設代表者の身分と党籍を

剥奪された｡そして"55年 路線の信奉者,香

員長-の謀飯者,政治局-の反逆者というレ

ッテルをはられ,8月30日,デルタ管区女性
軍小隊の手によって処刑された｡"(68年9月

25目付)

トゥンシェインは,マンダレー県の出身で,

第二次大戦前にラングーン大学予科を卒業,

1945年カルカッタ大学に進学した｡後,学生連

盟地下執行委員となり,チェコスロバキアの

世界学生連合へ派遣された｡1950年にビルマ

共産党員として中共に入り,1963年 9月 ｢和

平交渉｣問題が起こるや,ビルマに呼び戻さ

れた｡ トゥンシェインに対する告発理由は,

(1)タキン･タンミャインの信奉者であり,(2)

チ-,ゴシャル,ヤンアウン等修正主義者の

一員であるという2点で68年 9月 8日に処刑

された｡(68年 9月25目付)

9)オウンミインの解説によれば,ボウ･トゥンニエ
インの支配力は,1967年の夏,ブローム県パウ
カウン郡内の8カ村全域に及んだという｡(67年
12月21日付)
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｢労働者人民 日報｣紙に掲載された押収文書

の写頁によれば, トゥンニエインと トゥンシ

ェインの両名も人民裁判にかけて裁かれたよ

うである｡ トウンニエインの告発状は手書き

であるため判読が容易でないが,(1)調査委員

会 9名 (タキン ･チ ッ,キンヂ-, シェイン,

ポウンチ ョ-,フラチ-,ウールウイン,ア

ウンミン, チ ョータン,エー ミイン), (2)検

察委員会が15名 (タキン ･プ,- ヨウアウン,

チ-アウン,‥ ヨウ,テ ィンスウェ,ソウウ

イン,テ ッ, ミンアウン,オウンミイン,マ

ウンマウンチ-, トゥン 〔不 鮮 明〕,アウン

ミャ, ダウェタン, イェ--ユン, キンタ

ン),(3)判事 組織が 4名 (タキン ･ジン,メ

キン ･チッ,タキン ･プ, アウンデー)が,

それぞれ設置され, トゥンシェインに対 して

は(1)調査委員会 (- ヨウアウン, シェイン,

プラチ一,アウンミャ), (2)検察 委員会 (メ

キン ･プ, ソウチ-, シェイン, アウンミ

ャ),(3)判事組織 (タキン ･ジン,タキン ･プ,

- ヨウアウン)が設けられている｡

紅衛兵の中で粛清 されたのは,ティン トゥ

ン,チ ョーキン,アウンティンナイン,キン

ウ ィン, ソウウィンの 5名で,いずれも元学

生運動の リーダ-達であり,ボウ ･トゥン-

エイン指揮下の建設隊に所属 していた｡ この

うち,アウンティンナインは,先 に粛清され

たボウ ･ヤンアウンの甥であり,ソウウィン

は作家ルー ドゥ･ウ-フラの息子である.10)こ

れ ら紅衛兵達の粛清理由は,(1)党本部-の諜

坂,(2)党の分裂,(3)革命の破壊,(4)修正主義

10)ウ一 ･マウンマウンティン (ビルマ史委員会)

の話によれば,ソウウィン処刑の報が伝わると

同時に,マングレーにあるウーフラ宅では,門

が閉ざされ,ウ-フラ･ド-アマー夫妻は誰に

も会わず,部屋の中に引きこもったきりだとい

う｡また, ビルマ語 日刊紙 ｢人民｣(現在停刊

中,社主ウープラ)の編集長をつとめたことも

ある作家のシュエウ-ダウンは,ソウウィンの

死を悲しんで,人前もはばからず泣き伏したと
のことである｡(68年9月27R談)

思想 となっている｡紅衛兵達は68年 9月14日

に処刑 された｡(68年 9月26日付)

9月24日政府軍第77師団司令部に投降 して

きたチ ョンティ(デルタ地方管区軍副小隊長)

の説明によれば,(1)トゥン-エインの考えは,

停戦,和平であり, ｢政府軍の攻撃に対 して

は,眼には眼をで報いるべ し｣というタント

ウンの赤色権力路線 とまっこうから対立 して

いた,(2)粛清 された学生運動 リーダー達の考

え方 も 卜 TLJン-エインと同じで,国内和平主

義であった (68年 9月27日付 ｢人民 日報｣お

よびビルマ語版 ｢前衛｣両紙) というが, ト

ウン-エインの粛清は,彼が修正主義者だっ

た云 々ということよりは,む しろあまりにも

実力をもちす ぎ,党内における彼の発言力,

影響力が大 き くなりすぎていたためというの

が真因であろう｡換言すれば,｢派閥｣や ｢群

雄割拠｣ ｢下勉上｣等の存在が絶対に許され

ない共産党内にあって,委員長に比肩 し得 る

ほどの実力を身につけたことが, トゥン-エ

インや トゥンシェインをして破滅に導いたと

言 ってよいのではなかろうか｡ これには,タ

ン トゥンの性格 という要素 も加わっている｡

タントJjンの性格についてイェ-ボー ･タン

は次のように述べている｡(67年 9月14日付)

=タン ト巾ンは指導層の 同志を 評価する際,

政治的思想の面より,人間 としての面に重点

をお くタイプの人である｡特に,彼は,自分の

指揮統率力に匹敵 し得 る人間,党員か らの信

頼尊敬の度合が自分よりも高い人物を警戒 し

た｡"その一例 として, イェ-ボー ･タンは,

全 ビルマ農民連盟元書言己長 イユ-ボー ･タン

ペーを挙げている｡タンペ-は,共産党がま

だ合法政党であった当時,タントゥン (委員

良)よりも組合員の支持が厚かった｡タント

･tjンは,これを好まず,タンペ-の失脚を企

んだ｡幸か不幸か,タンペ-が病に倒れたの

で,タントー｣ノンは彼をカレン山地の僻地に追

いやり,結果的には病死 という形で タンペ-
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を葬ったという｡つまり,タントゥンは,き

わめて猫疑心が強 く,権力に対する執着心の

激 しい人間だと言えよう｡

なお,紅衛兵達が粛清されたのは彼 らが ト

ウンニエインの指導下にあり, トゥンニエイ

ンの思想的影響も最も濃厚に受けていたから

にはかな らない ｡

Ⅲ ビルマ共産党の基本路線

ビルマ共産党の綱領が入手できないので,

その内容については具体的に知るよしもない

が,投降者達の説明によってその一端をうか

がうことはできる｡そこで,今まで明らかに

された記事を整理 してみると,およそ次のよ

うになる｡

1. ボウ ･ソウリン (ビルマ共産党タウング

一県委員,67年 8月9日投降)の説明

(1) 1963年の時点における党の路線 (中央

委員会決定の1962年路線)は,すでに現

状に合わないものになっていた｡

(2) 1964年路線もまだ摩味であったO

(3) 1965年の政治局路線によって ｢和平 ･

闘争｣の二面路線がしりぞけられ, ｢政

権奪取路線｣一本槍になった｡
2. ウー ･バ ドゥ (ビルマ共産党マグウェ一

県委員,67年11月9日投降)の説明

(1) 党の路線は1962年頃から明確さを欠 く

ようになった｡

(2) 革命政府との ｢和平交渉｣問題が起き

てから,政治局の1963年路線にとって代

わられた｡

(3) 交渉決裂後,1964年の中央委員会路線

が下されてからも,内容的には ｢停戦 ･

和平｣の形を棄てきれずにいた｡

(4) 1965年の政治局路線によって 初 め て

｢革命政府に対する武力攻撃,勝利,政

権奪取｣路線 となった｡

3. ボウ ･ミンディン (ビルマ共産党タウン

グー県委員,67年12月 6日投降)の説明
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(1) 1950年に ｢2年以内の勝利｣路線が打

ち出されたが,それが極左冒険主義-と

発展し,地下の革新勢力の衰退を招いた

ので,翌51年には撤回された｡

(2) 1951年の路線は,｢平和連立政権｣路線

であった｡

(3) 1955年には ｢停戦,国内和平｣路線と

なった｡

(4) 1964年には再び ｢徹底抗戦,政権奪取｣

路線に変わり, ｢人民最大の敵はネーウ

イン,重要な闘争は武装闘争,主要な団

結は農民層の団結｣だということになっ

た｡それまで ｢ビルマの独立は政治的に

は実現したが,経済的にはいまだ独立 し

ていない｣という見方であったが,それ

以降は ｢経済的のみならず,政治的にも

独立していない｣という見解に変わった｡

(67年12月19日付)

4. オウンミインの解説 (67年12月20日付)

ビルマ共産党の1949年路線は,(l)貧氏を

基盤とし,(2)労働者 と連携 し,(3)地主層を

駆逐せよであった｡

5. イェ-ボー ･チ-アウンの解説 (68年 1

月6日付)

タキン ･タントゥンは,当初ビルマの独

立を賞讃支持 していたが,1948年 3月にな

ると,これを ｢まやかしの独立｣だと非難

した｡中共と連絡がとれるようになった19

50年, ｢2年以内の勝利｣路線を打ち出し

たが,それが失敗に終わったので, ｢極左

冒険主義｣だとして放棄し,PCGとよば

れる｢平和連立政権｣路線に切 り替えた｡こ

れが一般に ｢1955年路線｣と称されている

もので1961年まで続いた055年路線は61年

になると ｢右翼 日和見主義｣だとして放棄

され,タキン･バティンティンの考えを基

にした1962年路線にとってかえられた｡62

年路線によれば, ｢革命評議会は,資本家

階層を代表する軍事政権である｣と規定さ
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れ ｢この軍事政権は武力で打倒されねばな

らない｣とされている｡

以上の断片的な資料を整理 してみると, ビ

ルマ共産党の活動路線は,およそ次のように

なる｡

年 次 要 旨

1948年路線 ビルマの独Jt/A_は見せかけの独立

である｡

1949年路線 農民層に基盤をおき,労働者 と

連携 し,地主層を駆逐する｡

1950年路線 2年以内の勝利 (極左冒険主義

だとして,51年に撤回)

1951年路線 平和連Il'/-_政権の樹｣立

1955年路線 内戦停止 , 円内和 平 (右翼 日和

見主義だとして61年に放棄)

1962年路線 隼命評議会は資本家階層の代表,

軍事政権,武力によるその打倒

1963年路線 ビルマは政治的に独-立J 経済的

には独立 していない｡

1964年路線 徹底抗戦,勝利,政権奪取,ネー

ウィンは人民最大の散,農民層

の団結と武装闘争の推進, ビル

マは政治的にも独立 していない｡

1965年路線 革命政府に対する徹底的武力攻

撃,政策の破壊,勝利,政権奪取｡

1966年には党内に思想的対立が起こり,67

年には分裂,68年現在は,文化大草命,二毛思

想0)尊奉等の中 共路線 というのが,今までCD
あらましである｡

そこで,以上の表から, ビルマ共産党の活

動をおおむね次の三つの期間に分けることが

できろ ｡

1) 1948年から51年まで0)武装蜂起時代

2) 1951年から61年までの停戦 ･イ叶＼下準備

叫イヒ

3) 1962年から現在までU)武装再闘争時代
上述のようなビルマ共産.免の活動路線の動

揺は,(1)ソ連の雪解け,中ソ論争, し中共の文

化大革命等の世界政治の変動,(2)ウ一 ･ヌ政

輝の不安定11),与党 AFPFL の 内紛と分裂12)

第一次クーデター,ネ-ウ ィン政権cjj再登場
等の国内政治の動向に大きく左右されている

と考えてさしつかえない｡ 特に,63年の ｢和

させてしまったと言える｡

Ⅲ 党幹部の顔ぶれ

党中央幹覇や地方幹部がどのような人達に

よって構成され,どのように運営されている

か｡今まで報道された記事を整理 してみると,

党の機構は,(1)政治局,(2)中央委員会 (3)管

区委員会 (4)県委員会 (5)郡委員会 という縦割

り組織になっており,それぞれに軍事力が付

与されている｡このうち,政治局 と中 央委員

会が先の意思決定最高機関となっており,党

の活動路線もそのどちらかで決定されている｡

しかし,相互の関係がどのようなものである

のか明らかでない｡それぞれの構成メンバー

を見ると,政治局が党の最高機関であり,中
央委員は政治局員候補だという印象を受ける｡

なお,それぞれの機構を構成 しているメンバ

ーは,次のとおりであるが,これは資料不足

のゆえもあって不完全であることをお断わり

してお く｡

1 政治局 6人

(1) タキン ･タントゥン 党委員長

ll)1948年から50年までは,いわばビルマ独立の描
藍期であって,各地で反乱政権が樹立されたり,
政府軍の離脱が相次いだりして,ウ一･ヌ政権
ノ⊃力は不安定であった｡1968年9月21日行なわ
･7Lた管区軍司令官会議の席上述べられたネ-.')
ィン将軍の言葉,｢当時C/うどルマ政庫は『ラング
ーン政噸』とlJr_'E口をたたかれたほど,弱体な存
圧であった｣は,このことを端柑勺に表わしてい
る｡こjLらの情勢は,共産党に武装革命U)可能
性を提供したと言えよう｡

12)矢野氏によれば ｢AFPFLが絶対的統治者とし
てビルマに君臨していたあいだ,もっぱら沈黙
を保ち,政府に対する態度もきわめて軟調であ
った｣共産党が,｢AFPFLoj分裂後になると,
ガラリと態度が変わり,高上郎勺な調子で政)裾 二
迫り始めた｣のであるo(矢野暢｢ビルマの政治的
不安定(二)｣『法学論叢』第75巻弟 2FJ,p.57)
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(2) イェ-ボー ･テ- 1967年 4月27日

解職, 6月18日粛清

(3) ゴシャル (バティン)1967年 4月27日

解職, 6月18日粛清

(4) タキン･チッ

(5) タキン･ジン 党第 2副委員長

(6) タキン･タンミャイン 北京で粛清さ

れた｡

現在北京にいると言われるタキン･バティ

ンティンは,覚第 1副委員長であるが,政治

局員であるかどうか明らかでないOクーカド

ゥの解説 (67年 6月15日付)によれば ｢ビル

マ共産党の最高評議会とも称すべき政治局に

は,全部で 5人の局員がいたが,今回 (1964

年)の思想的対立によってタキン ･タントゥ

ン,タキン･チッ,タキン･ジンの 3名とゴ

シャル,イェ-ボー ･テ-の2名とに分裂 し

た｣とあるので,ここではタキン･タンミャ

インが抜けている｡さらに,同紙 (67年 8月

19日付)の記事によると,｢政治局員は以前 7

名いたが,現在は3名にすぎない｣とあるか

ら.粛清されたテ-とゴシャルを差し引くと,

やはりバティンティンはその中に入っていな

いことになる｡バティンティンが党第 1副委

邑長であるという点からみると,元 7名いた

と言われる政治局員の残 りのひとりは彼であ

ったと考えられるが, 5名云々の記事からみ

ると,海外駐在の場合は,政治局員の身分を

解かれるようである｡

2. 中央委員会 20人

(i) タキン･タントゥン 委員長

(2) イェ-ボー ･バティン (ゴシャル)67

年 4月27日解職

(3) タキン ･ジン 民族統一連合軍 (共産

党,KNDOKNU)の結成者

(4) タキン･チッ

(5) イェ-ボー ･テ- 中央委員会書記長,

67年 4月27日解職

(6) コウ ･アウンデー 北京帰 り
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(7) タキン･プ 北京帰り

(8) ボウ ･ゼーヤ 共 産 軍 最高 司令官,

元 ｢三十人の志士｣の一人,68年4月16

日射殺さる｡

(9) タキン･ティントゥン 元 ビルマ学生

連盟委員長

(10イェ-ボー ･ミャ (ティンウー) ペ
グ一山脈管区代表,自己批判の勧告を受

けている｡

(ll)イェーボー ･ソウタン デルタ地方管
区代表,自己批判の勧告を受けている

(12) イェーボー ･トゥッ 上流地方管区代

表,自己批判の勧告を受けている｡

(13) ボウ ･ミョウミイン 上流地方管区代

表

(14)イェ-ボー ･トゥンマウン (ナッ)

西北管区代表,自己批判の勧告を受けて

いる｡

(15) イェーボ- ･チョ- ミャ

(16) タキン ･ペ～ティン

(17)イェ-ボー ･トゥンセイン (バーケ-)
テナセ リム管区代表

(18) イェ-ボー ･ヤンアウン 67年12月15
日解職,12月16日粛清,元 ｢三十人の志

士｣の一人

(19) タキン･バティンティン 北京駐在

(20) タキン･タンミャイン 北京駐在,バ
ティンティン一派によって粛清された｡

このうち,ゴシャル,チ-,ヤンアウン,

タンミャインの4名が粛清され,ボウ ･ゼー

ヤが政府軍に射殺されたので,中央委員の現

在の人数は15名ということになる｡

3. 管区委員会

(1) デルタ地方管区 ボウ ･ソウタン (香

員長),コウ ･ウインマウン

(2) ペグー 山 脈 管 区 イェーボー ･ミャ

(委員長), ボウ ･トゥンニエイン (北

京帰 り,粛清),コウ ･バニユン (北京

帰り),コウ ･アウンティン (北京帰 り),
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ボウ ･ポウンチ ョ-, コウ ･テッ,コウ･

フラチ-,ボウ ･セインル イン (射殺),

ボウ ･トゥンシェイン (射殺)

(3) シャン州管区 ボウ ･プ (元中央委員

会員, 射殺), イェーボー ･キンアウン

(射殺)

(4) テナセ リム管区 イェボー ･タンマウ

ン (バーケ-)

(5) 中部管区 ボウ ･トゥンザン(書記長,

射殺)

(6) 上流 地 区 管 区 ボウ ･ミョウ ミイン

(委 員 長),ボウ ･フラマウン,イェ-

ボー ･バ トゥ,ボウ ･チッキン,ボウ ･

ユアウン,ボウ ･モウニ ヨウ (ボウ ･7

-ラーワカ)

(7) イラワジ管区 フラマウン (会計)

この管区委員の リス トは,不完全である｡

4. 県委員会

(i) ペグ一県 イェーボー ･ウィンアウン

(書記長, 射 殺),イェ-ボー ･アウン

ミン,イェ-ボー ･アウントウ,イェ-

ボー ･キン- ヨウ,イェ-ボー ･ソウチ

-,ボウ ･プラミイン (射 殺), ボウ ･

ソーアウン (軍 事 委員長),ボウ ･ミャ

ットゥッ

(2) タウング-県 イェ-ボ- ･ヤンアウ

ン,イェ-ボ- ･アウンチ ョ-,ボウ ･

トゥンティン,ボウ･フラチ ョ-,ボウ･

タウン,ボウ ･ミンマウン,ボウ ･ミン

アウン, ボウ ･ミンデ ィン (投 降),ボ

ウ ･ソウリン (投 降),ボウ ･ソウマウ

ン (軍事委員長),ボウ ･テ ィンウィン,

ボウ ･アウンミイン

(3) マグウェ-県 ボウ ･バ トゥ (投降),

ボウ ･ゾーレ- (北 京 帰 り),マ ･テ ィ

- (射殺)

(4) ヤメ-ティン県 ボウ ･ゾ-レ- (兼

任)

(5) ブローム県 ボウ･フラチ-(委員長),

ボウ ･エー (書 記 長,射殺), コウ ･ク

ーウ～ (チン族), ボウ ･-エイン (早

事委員長,射殺),コウ ･シュ工,ボウ･

タンナウン (射殺),チッサヤ-,

(6) タ-ヤーワデ ィ一県 ボウ ･サントー,/

ン,ボウ ･ティンシェイン (北京帰り,

軍事委員長),ボ ウ ･ト,′ンテ ィン, ボ

ウ ･ティンセイン,

(7) ヒンダータ県 ボウ ･トー

(8) カタ-県 ボウ ･ティントゥン (北京

帰 り)

この上具委員の リス トも不完全である｡なお,

各県委員会の配下に郡委員会があり,メンバ

ーもかなり判明 しているが,煩雑になるので

省略する｡

N 中共帰 りの党員

ボウ ･ソウリンの説明によれば (67年 8月

19日付),中 共 帰 りの 党員達 (い わゆる ｢北

京帰 り｣)は 全国いたる所に 散在 しており,

毛思想の鼓吹と反ネーウィン活動に従事 して

いるという｡その要点は,(1)反ネ-ウイン戦

線を結成せねばならない,(2)ネ-ウィンは人

民の最大の敵である,(3)ビルマは,政治的に

も経済的にもまだ独立 していない,(4)権力に

は,資本主義権力と無産者権力の二つがある,

(5)ビルマ共産党は1939年 8月15日の結党以来,

武装革命の経験をもたないインドおよび英国

の共産党を模範 としているため根本から誤 っ

ている｡その紀果,議会民主主義制度の中 で

社会主義建設が可能だと信 じこんでいる｡

中共帰 りの党員達はこのような信条の下に

ビルマ共産党中央委員会の委員達に次のよう

な質問をつきつけた｡(1)二つの制度と散3人

の代表的存在であるネ-ウィン政府の性格を

軍事独裁資本主義だと認めるか,(2)革命によ

って獲得する権力は無産者権力である｡権力

に2種あるという説に同意するか,(3)革命的

政治最高組織 (政治局)を支持するか (いわ
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ゆるゴシャル,チ-問題),(4)rl-I田の文化 大

革命を支持するか｡

北京で筋金入りの毛思想をたたき込まれて

帰国したビルマ共産党の党員達,す な わ ち

｢北京帰 り｣とは,どのような顔ぶれなのか,

彼らはビルマ全土に何人 くらいいるのか,こ

の点について,ボウ ･ミンディン (67年12月

19日付)は,ビルマ全国で20ないし30人 くら

いいると述べているが , その顔ぶれや職務分

担は明らかにされていない｡イェーボー ･パ

ケッの解説によれば,北京帰 り党員達の主な

顔ぶれとその受持区域は次のとおりである｡

(67年12月21日付)

(1) 上流地方管区 ティンミイン, ミンア

ウン

(2) 中部ビルマ ゾ-レ一,アウンキン,

マウンコウ

(3) シャン州 クィアウン

(4) イラワジ川西部 ボウ ･ゼーヤ,バピ

■室廼∴■=

(5) ペグ-山脈 マウンニョウ,マ ミョウ

タン,ティンシェイン

(6) 三派連合 (本部) キンデー,チッマ

ウン

(7) 党中央本部 アウンヂ-,タキン･プ,

ニヤンチョ-, トゥンシェイン

(8) 中央マルクス ･レーニン学校 トゥン

-エイン, ミョウティン,ソウウィン,

マウンシエイン

(9) デルタ地帯 マテインウェ-

80中央労働機構 アウンニエイン,バニ
ユ ン′

このうち,ボウ ･ゼ-ヤは1968年 4月16日

政府軍に射殺され, トゥンニエインとトゥン

シェインは修正主義者のレッテルをはられて

粛清され,マテインウェーは,政府軍に逮捕

された｡なお,1968年初頭開かれた第三次中

央マルクス ･レーニン主義学校の責任者は,

アウンヂ-とミョウティンの両名であったと
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いわれる｡(68年 5月11日付)

これら北京帰りの党員達は,大半が軍事教

練を受けるために中共-派遣された者で,19

52年ボウ ･タンシュエに引率された人民解放

軍の将校40人が第一次組で,バティンティン

に引率された100人が 第二次組, ボウ ･ゼ-

ヤに引率された80人が第三次組であると言わ

れる｡(67年 8月7日付)

Ⅴ ビルマの紅衛兵達

党中央本部における ｢紅衛兵｣の組織づ く

りは,1966年 8月16日,タ-ヤーワデ ィー県ジ

-ゴン郡内で開始された｡当日,タキン･タ

ントゥン,タキン ･チッおよび北京帰りのア

ウンデー,タキン ･プ, トゥンシェイン, ミ

ョウティン等が会合を開き,党内における青

少年層の育成,組織化が討議された｡その結

莱,青少年の育成は長期計画としてとりあげ

られることになり,タントゥン,アウンデー,

トゥンシェインの3人が職務を分担すること

になった｡まず,14才から18才までの青少年

20数人からなるグループが編成され, トゥン

シェインが リーダーとして責任をもったO

アウンデーや トゥンシェインは,連 日これ

らの青少年達と討論し,彼 らの恩恵教育にあ

たった｡特に,次のような点が強調された｡

"革命とは,来客に ごちそうを ふるまうこと

でもなければ,編物を編むことでもな く,請

をつ くることでもない｡また,舗装された道

を歩 くことでもなければ,同情心や憐慨の情

を滴養することでもない｡革命とは,人を殺

すこと13)だ｡""今や君達は世界を 支配 してい

る｡ビルマを支配している｡君達にとって恐

13)白旗共産党且の手によって殺害された農民の数
は,1967年 6月から1968年 6月までの間に301
人に達している｡(68年8月13日付)被害者を地
区別に分けてみると次のようになる｡(1)ブロー
ム県108人, (2)ペグ一県59人,(3)ヒンダー列島
33人,(4)タ-ヤーワディー県36人,(5)バティン,
ビヤ-ボン両県17人,(6)モンユワー県21人,(7),
メルギー,タポイ,タトン3県27人｡
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れるものは何一つないD君達にとって大切な

ことは ｢五敢精神｣で努力することだ｡ ｢五

敢精神｣とは,勇敢に考え,勇敢に話 し､勇

敢に行動し,勇敢に突進 し,勇敢に革命を実

現することだ｡このことは,肝に銘 じておか

ねばならない｡""われわれには 肉親は存在 し

ない｡愛情や誠実といったような人間の弱点

もあってはならない｡われわれには階級意識

以外,何もないのだ｡だから,必要とあらば,

たとえ相手が両案乳 兄弟,夫婦であろうと,

殺 し得 るだけの勇気を持たねばならない｡"

この ようにして 訓練 された紅衛兵達は,

｢党のためなら,いつでも喜んで命を投げす

てる｣という信念をもつようになった｡特に,

ソウウインは, ｢自分の両親14)は,資本家階

級に属する搾取者だ｡ぼ くはこの搾取者達を

自らの手で裁 く｣と声明して,紅衛兵の特別

モデルだと賞賛を浴びたOまた,政治局員タ

キン･チッの娘マエーニエインは ｢和平を口

にする者は,たとえわたしの恋人であろうと

ら,それはわたしの散だ｡殺さねばならぬ｣

と語 っている｡

1967年4月5H,アウンヂ-とタントゥン

が中央本部で開催した胃少年特別会議 (13才

から18才までの者のみが出席を認められた)

の席上, タントゥンは次の ように 述べた｡

｢わがビルマにおいても文化大革命が始まっ

た｡君達は紅衛兵だ｡われわれが信頼 してい

るのは,君達なのだ｡今の大人達は君達ほど

草命的ではない｣ (以上全文,68年 4月27日

付)
これら ｢紅衛兵｣の中心をなす者は,ラン

グ-ン大学学生運動の元 リーダー達で,次の

10人の名前が判明している｡(67年12月28口付)

名 前 経 歴

(1) ティントゥン ビルマ学生連盟書記長

14)ソウウィンの両親は,現在停刊中のビルマ語H
刊亮氏｢人民｣の社主であり,少数民族の民話を
編纂していることでも有名な作家ルードゥ･ウ
ープラと,女流作家 ド-アマーであるo

ウ

ン
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大学学生自治会執行委日
大学学生自治会執行委F'71

大学学年自治会書記長

大学予備軍隊長 68年9

月14日粛清

(6) チ ョ-キン 大学予備軍隊長 68年 9

月14日粛清

('/) ポウチイン ラングーン胃区学生連盟

委員長

(8) マウンテッ ビルマ学 生 連盟 委員長

結核で死亡

(9) アウンティンナイン 大学学生自治会執

行委員 68年 9月14日粛

清

(10 ソウウイン ラングーン大学学生連盟

執行委員 68年 9月14日

粛清

Vl 幹部党員の射殺

革命評議会は,1963年の和平交渉決裂後,

共産党に対する徹底的な掃討作戦を開始した｡

ペグ-両眼の西部 (ブローム県,クーヤーワ

デ ィ一県)と衷部(ペグ一県,タウングー県)

で討伐作戦に従事 しているのは,IF]央軍管区

司令官ティンウー大佐配下の第77師団 (師団

長ティンスウェー大佐)と,第88師団 (fil~拍]

長タンティン申佐)である｡今まで,政府軍

によって射殺された幹部党員の名前と職責は

次のとおり (かっこ内の数字は,射殺された

年月Fl)o(l)ボウ ･プ (シャン州管区委員.19

67.8.22), (2)トウンザン (小郡管区 書記長,

1968.4.1),(3)セインルイン(ペグ-両派告

区委｢し 1968,9.19), (4)トりンシュイン

(ペグ一両脈管区委員,1968.9.19),(5)フラ

マウン (イラワジ符区委員,1968,9.19)0

ビルマ共産党にとって最大の打撃は,北京

帰 りの党員であり,共産軍最高司令官ボウ ･

ゼ-ヤの死であろう｡ボウ ･ゼーヤは,仝ビ

ルマ学年_連盟の委員長をつとめ,後タキン ･
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フラマウンという名で独立運動に参加,いわ

ゆる ｢三十人の志士｣の一人でもある｡ ビル

マ防衛軍 (BDA)当時は大隊長15)であったが,

後大佐に昇任,アウンサン将軍の下で国防次

官をつとめたこともあった｡

1968年4月16日行なわれた政府軍の討伐作

戦によって,ボウ･ゼ-ヤは,ブローム県とタ

-ヤーワディー県境にある共産党本部で射殺

された｡(68年 4月19日付)

Ⅶ 委員長 タキン ･タントゥンの狙撃

9月27日, ビルマ共産党委員長タキン ･タ

ントゥンの殺害説が伝えられた｡犯人は,共

産党デルタ地方管区軍の副小隊長チョンティ

で,先に粛清された トゥン-エインの部下で

ある｡チ ョンティの自供によれば (68年 9月

27日付 ｢前衛｣ ｢人民 日報｣),

(1) トゥン-エイン以下70名のデルタ管区軍

は,党本部に召集を命ぜ られ,武装解除させ

られた上で, トゥンニエインが逮捕された｡

(2) 副小隊長の地位にあるチ ョンティは, 卜

15)当時の ｢ビルマ防衛軍｣は3個大隊から編成さ
れており,それぞれボウ･ネーウィン(第1大
隊),ボウ･ヤンナイン (第2大隊),ボウ･ゼ
-ヤ (第3大隊)が隊長に任命されていた｡そ
して,それら全体をボウ･テ-ザ(アウンサン)

司令官およびボウ･レッヤー (革命政府によっ
て逮捕投獄されていたが1968年 2月27日釈放さ

れた)副司令官が統轄していた｡(ボウ･タンダ
イン｢独立闘争の記録｣1967より)
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ゥン-エインの追随者とみられて粛清される

ことを恐れ,タントゥン殺害と逃亡を意識す

るようになった｡

(3) 9月24日,タントゥンが,タウングー県

内の党本部から用を足 しに外-出たので,チ

ョンティは25ヤー ドほど離れた所からタン ト

ゥンを狙撃し,直ちに政府軍第77師団司令部

-投降した｡

(4) 銃弾はタントゥンの左脇腹に命中し,メ

ントゥンはその場に倒れた｡死んだのは間違

いないと思われる｡

第77師団の現場調査の結果,タントゥンが

狙撃されて倒れたといわれる場所で多数の血

痕を発見,またチ ョンティが狙撃に用いた銃

を隠したと言われる場所から一丁のライフル

銃を発見 した｡(68年 9月27日付)

タキン･タントゥンははたして死んだので

あろうか｡この答は,時が与えて くれるであ

ろう｡だが,ビルマ共産党の将来については

誰も予測することができない｡さしあたり,

後任委員長には第 1副委員長タキン･バティ

ンティンが昇格すると考えるのが常識である｡

しかし,党内には,粛清されたイェ-ボー ･

チ-の配下がまだ多数残 っているし,修正主

義グループが今後どのような巻き返 しにでる

か予測できない｡ビルマ共産党は,これから

どこへ行 くのだろうか｡

(筆者は,現在国立 ラングーン外国語学院

日本語華卜教授としてラングーン在住)
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